
新しい年号になってまもなく１年。様々な変化があった１年でもあり、オリンピック・パ
ラリンピックに向けて様々な取組が進んだ１年でもありました。今年度最後のセンターだよ
りでは、教育相談から１年の振り返り、研修から来年度の研修の案内をお伝えします。
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福島県

特別支援教育センターだより

教育相談から

所内で、研究発表会で行っ
たポスター発表の資料を掲示
しています。各協力校のポス
ターについても縮小版を掲示
しており、全ての協力校の実
践を一堂に見ることができま
す。来所の際には、ぜひ御覧
ください。

教育研究・調査研究の協力校の実践を紹介しています
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今年度の教育相談の件数は以下のとおりです。実件数に対し延件数が多くなっているのは、
継続して相談を行うケースが多いことを示しています。
障がい種別では、「発達障がい」が最も多くなっています。「その他」には、医師による

診断のない子どもたちもカウントされています。診断はないものの、学校生活等に困難さを
抱えているという状況があり、診断の有無にかかわらず、支援を考えていく必要性がうかが
えます。
在籍校種別では、中・高校生も多くなっており、ライフステージに合わせた支援が求めら

れています。
相談内容では、学校生活に関するものが多く、相談に訪れる子どもたちが生活の中で困っ

ている状況にあることがわかりました。たとえ行動の問題が目立たなくても、子どもの立場
に立って課題解決に向けて考えていくことが大切だと考えます。
このような状況からも、児童生徒一人一人の困難さを、丁寧に聞きとり、保護者と一緒に

背景を推測したりしながら、子どもたちが充
実した生活を送れるよう、今後も教育相談を
進めていきたいと思います。

相談件数

※視覚障がい、
言語障がいにつ
いては０件。



研修から

編集後記

令和元年度は、１６講座延べ５１０名の先生方に受講いただいた当センターの専門研修講座。
令和２年度も本年度同様１６講座（新規講座もあり！）を実施します。そのうち、７つの講座
では、特別支援教育のみならず各分野で御活躍される先生方を講師にお招きし御講義をいただ
く予定です。また、職能研修「通級指導教室担当教員研修会」においても、公開講座を実施し
たします。

公開講座は午後に開講しますので、公開講座のみの受講も可能です。
興味を持たれた方は、各学校に送付又は本センターＷｅｂサイトに掲載
の「研修講座案内」で日程や講座内容を御確認の上、奮ってお申し込み
ください！
なお、公開講座は申し込み順、定員制になっておりますので、お早めにお申し込みください。

なお、定員に達した場合、聴講をお断りする場合もあります。予め御了承ください。

令和２年度
も

教材を購入しました

子どもたちの支援に活用できるものとして、今年度は
写真のような教材を購入しました。研修で紹介したり、
教育相談で活用したりする予定です。

今年は本当に雪が降らなかったで
すね。雪が降った日は、みんなで療
育センターの駐車場の雪かきをする
のですが、今年は、１度もその機会
がなく冬が終わりました。桜の開花
も早いようです。いろいろあった年
度末ですが、満開の桜の中で、
子どもたちが穏やかに新学期
を迎えられるとよいなと思っ
ています。（Ｈ）
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